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な、なな、なんだよぉ～、これぇ？！

と、とんでもない始まり方をしてしまう

（あ、いつものこと？）が、今回の探検は

いきなり肩透かし、じゃなくって大当たり

なんである。

ま、こうなったら最初に結論を言ってし

まおう。専用線をつないだとたんに大成功。

その瞬間、現場では「えぇ～？」という声

が上がったというわけ。あっさりうまくい

きました。ちゃんと28.8Kbpsで接続してま

す。こんなに専用線っていいもんだったん

だ。知らなかった……とイイことずくめ。

ということにはなったものの、しかし、

これまでのことはナンなんだと思うと……

あ、だんだん腹が立ってきた。

接続までの長～い道のり

話は去年にさかのぼる。当時、ラップト

ップを使った期待のPHS接続もうまくいか

ず、一方で「やっぱ、インターネットはダ

イアルアップじゃあ堪能できませんよ。時

間なんか気にしてるようじゃ、本来の使い

方じゃないっス。どんなファイルだって、ひ

と晩あれば、ほっといてもFTPできちゃい

ますからね」なんつー暴言を吐くLAN系の

インターネットユーザーに出会ったことも

あって、私としては「お前が偉いんじゃな

い！　ずぇ～んぶ専用線サマのおかげだろ

～が」などとあれていたのである。

そんな私を見かねたか、編集部のほうで

インプレス社内に専用線の口を用意して、

なおかつNTTのほうへの申し込みの手配ま

でしておいてくれたのだ（しかし、利用料

金は私が払うのだ……当たり前か？）。

年も押し迫った頃、NTTから工事担当

者が突然やってきた。スッたもんだの末、

自宅の電話番号が変わるというオマケまで

ついて、ようやく専用線がつながったのだ

が、これから先が長かった。

まずはインプレス社内と私の自宅に同じ

モデムを用意して、いざ接続となったとこ

ろ、大量の文字化けが発生したり回線が落

ちたり。両側で電話をしながらいろいろ調

整してみるが、結局9600bps程度のスピー

ドしか出ない。いくらなんでもこの速度で
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　隊員●三柳英樹

第7回
専用線接続編

専用線接続に成功。もう何も言わせないぞ。

FTP：インターネットでファイルをやりとりする仕組み。File Transfer
Protocolの略。

LAN系：ここでは、「専用線で常時インターネットに接続されている、

企業・大学などのインターネットユーザー層」ぐらいの意味。「LAN」
は「Local Area Network」の略。

illustrator : Kaori Takahashi
S市の原さん。私が書いてます。
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モデムを調達してくれるように副編にせまってみた
が……。

INTERNET magazine 1996/6 253

はウェブを楽しむというわけにはいかない。

28.8Kbpsは無理としても、少なくとも24

Kbps程度の速度はほしいものである。

しかし、NTTの契約書を見てみると、し

っかり「通信速度は9600bpsまでしか保証

しない」というようなことが書いてあるで

はないか。だけど、通常の公衆回線だとち

ゃんと28.8Kbps出るのに、なぜ？ 専用線

って言ったって公衆回線くらいのクオリテ

ィはあるんだろ？と頭の中は「？」だらけ。

結局、「Macintoshとモデムの間」「モデ

ムからコンセントまでの線」「専用線そのも

のの品質（これは自宅と最寄りの電話局の

間、電話局間、電話局からインプレスまで

の間、という具合に分けられる）」「インプ

レス社内の回線集合ボックスからモデムま

で」のどこかに異常があるのではないかと

いうことになり、その号では原因が特定で

きないままで、後日再挑戦……となる。

年が改まって、少なくともインプレス社

内の回線には問題がなさそうなので、疑わ

しきは自宅の電源まわりか？ということに

なり、エアコンも冷蔵庫も、机の上の照明

器具のコンセントも全部抜いた状況で再度

挑戦したものの、事態は改善されないまま。

だが連載にアナをあけてはならぬとばか

りDOS/Vのラップトップを購入してWin95

に挑戦し、あやうくMS教に宗旨替えしそ

うになったり……。しかも、専用線のほう

はどうなっていたかというと、もちろん使っ

てもいないのに毎月料金を支払うというド

ツボ状態だったのである。

専用線接続再挑戦を決意！

そして、また締め切りが迫ってきたある

日のこと。

「ねぇ、いくらなんでも、もうそろそろカ

タをつけないとマズいよ、専用線」と私。

「そうですねぇ。でも簡単に線を取っ替

えるってワケにもいかないんでしょ？」と

例の副編（4月から編集長に……う～む）。

そうなのだ。最近は専用線の工事が渋滞

（都内に住んでいると「工事」とくると反

射的に「渋滞」という言葉が出てくる昨

今）してるし、どうやら申し込みも増えて

いるらしい。先日などは請求書の中に「ご

利用になっていない専用線は譲渡できます」

なんつーチラシが入っていたくらいである。

えぇい、なんのイヤミだ！＞NTT。

「もうWin95モノも連載したし、気もすん

だでしょ？　サービスでイラストまで載せ

たからすっかり有名になったし……」

「うぐ。あのですねぇ、確かにWin95はい

いんですけど、あんなこと書かれて、僕は

いったいどういう顔してMSに行けばいいん

ですか？」

「え？　そんなにひどいこと書いたかな

～？」（ま、確かにキツいことは書いたけ

ど、少数民族の正直な感想なんだもん）

しかし、次のひと言で彼の関心は原稿の内

容ではないということが判明した。

「僕はあんなに下ぶくれじゃないっすよ」

「う～ん。ま、僕は記事を書いてるだけで

イラストは別の人なんだけどね～。まあま

あ、イラストってのはデフォルメするわけだ

からさ～」

「いや、デフォルメっていうのはもとがあっ

てそれが強調されるわけでしょ？　だから

そのもとがですね……」

「だからね、このまま専用線がつながらない

状況が続くと、ずっとあのイラストが登場

するかもしれないんだよ。いいの？」

「う～ん、そっすか？　じゃ、なんとか専用

線モードのあるモデムをそろえて、取っ替

え引っ替え、やってみますか」

ということで、とりあえず実験してみる

ことになったのである。

専用線専用モデムとは何か？

それから数日して編集部に行ってみると、

いろんなモデムのカタログがそろっている。

こんなに専用線モードを備えたことをうた

つながらないのはモデムのせい？　それとも専用線
そのものの問題？
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DeskPorte Fast TheV.34のカタログスペック

標準価格 ：198,000円

適応回線 ：電話回線、２線式専用回線

通信速度 ：28800～300bps

通信規格 ：ITU-T V.34/V.FC/V.32bis等

データポート ：シリアル（×1）、パラレル（×1）

本体形状 ：292mm×165mm×51mm

備考 ：フラッシュメモリによるアップ
デート可能。
専用線サポートパラレルポートに
よる通信をサポート。
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っているモデムがあるとは知らなかった。

しかし、中にはこれまで使って失敗した

ものも入っているぞ（？）。そこで関係者

が集まって鳩首会談である。

「いっぱいあるけど、どういう具合に違うん

だろ？」と私。

「カタログスペック的にはなんか全部同じみ

たいっすね」と副編。

「ほとんどの機種にはRockwellのイシを使

ってるはずだけど、モノによっては使える

コマンドが微妙に違うらしいし、DSPをオ

リジナルで起こしてるとか……」とは雪駄

履きの専用線救援隊長、その実体はシステ

ム管理者のI氏（本誌「たぁ！」好評連載

中）。

「値段もバラバラだなぁ。5万円くらいから

あるんだけど、これなんてスペック的には

同じなんだけど20万円っすよ」と副編。

「じゃ、一番高いのから行ってみよ？」と、

予算も考えずにこんな発言をするのは私ぐ

らいだ。

時間もないからという私の強引な意見が

通って、一番値の張るmicrocom社の

「DeskPorte FAST  TheV.34」というモデム

を編集部経由で頼んでもらうことにする。

それにしても、カタログでは同じように

「専用線接続対応」と書いてあるのに、こ

の価格の違いは何なんだろう。そこで、比

較的低価格で専用線接続対応とうたって

いるモデムのメーカーに問い合わせてみる

ことにした。

「隊員、今回調査するモデムとこないだの

モデム、ちょっとマニュアルを調べて比較

表を作ってくれない？　でもって、どこが

どう違うってのが表で分かればいいんだけ

ど、分からない場合は専用線モードっての

は具体的にどういうものなのか、なんつ～

ややこしい話も出てくると思うんで、先方

の会社にヒアリングしてみてチョ？」

「ははっ。了解」といつものように聞き分け

のいい隊員である。

数日して、編集部から電話がかかってき

た。くだんのモデムが届き、現在救助隊長

のもとで熱暴走試験中であるとの報告であ

る。どうやらモデムによっては長時間利用

していると発熱してしまい、接続が不安定

になってしまうものがあるらしい。いやしく

も専用線対応というくらいだから、電源入

れっぱなし、つなぎっぱなしの状態で使え

ないと意味がない。それくらいは当たり前

だろうとは思うが、またまた“遭難”して

しまうのも嫌なので、あらかじめ念には念

を入れる必要があるんだそうだ。

「DeskPorte FAST」のマニュアルが手に

入ったので隊員も比較表の作成に入るとい

う。しばらくして、途中経過報告のメール

が入った。

隊員であります。

まずは、モデムのマニュアルをじっくりと読

んでみましたが、残念ながら、カタログスペ

ック上はほとんど違いがありません。

そこで、以前接続に失敗したモデムのメーカ

ーのサポートセンターにメールを出したとこ

ろ、次のような返事が来ました。

申し訳ございませんが、当社のモデムは全て

専用線が使用できるとの記載がされています

が、専用線接続用のコマンドを持っていない

ため、実際には使用はできません。

もし、専用線で接続されるとすると、受信側

で「ATA」、送信側で「ATD」を同時に入

力する必要があります。時間的には、数十

秒以内に双方が入力されないと接続されま

せん。また、通信中に切断された場合、再

接続の機能はもっていません。

矛盾している文章ですが、ようするに

・モデム同士の接続が切れても回復しない

・よって、正しい意味で「専用線に使用で

きる」とは言えない

・手動で毎回接続すれば、うまくいく場合

もある

カタログスペック：カタログに記述されている「製品仕様」のこと。

熱暴走：コンピューターや周辺機器が熱によって動作がおかしくなる
こと。特にモデムは熱暴走しやすい。

ATA：電話に手動で応答するモデムのコマンド。

ATD：電話をかけるモデムのコマンド。

インターネット
探検隊

隊長「今月はモデムの機能を調べるように」
隊員「ははっ、了解」
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モデムの上には物を乗せないように！

専用線接続のため、技術担当のI氏といざ自宅へ。

ということなのだそうです。とりあえずは、こ

んなところで。

なるほど……しかし、カタログにいつわ

りありかぁ？　それはともかく先方の話に

よると、まずモデム同士のコネクションの

ところで問題があるとのこと。だから、あ

のまんま最初だけ接続できたとしても（実

際の接続スピードは9600bps程度で、とて

も快適にウェブを利用できる感じではなか

ったが）、もし回線が切断された場合、イ

ンプレスのほうに電話をかけて、互いに

「せ～のっ」でコマンドをたたかないと復旧

しないことになる。これじゃあ使いモノに

はならんな～。

新しいモデムでテストしてみた

それからさらに2日くらい（この手の探

検っていうのは意外に時間がかかる）、よう

やく社内テストでOKが出たらしく、救援

隊長のI氏から電話がかかってきた。どうや

ら熱問題も普通に使えば大丈夫そうなの

で、早速実践テストしてみたいという。そ

こで夜の甲州街道をぶっ飛ばし、インプレ

スに向かったのであった。

技術部に到着すると、そこにあったのは

クリーム色をした平べったいモデム。以前

紹介したOKIの「PCLINK TA/DSU」よ

りは薄くて奥行きも若干小さいが、ほぼ同

じくらいの印象。小型のモデムが多い昨今

では例外的なサイズである。しかも、なん

と電源はドでかいアダプターの外付けだ。

ちょっと目を引くのがパネルの上の部分。

温度変化には注意が必要なようで「放熱の

ためこの上にものを置かない下さい。直射

日光のあたるところに置かないでください。」

というくどい言い回しのステッカーが張っ

てある。

これはのちのことになるが、下に某社

（国産）のモデムを置いてスイッチを入れっ

ぱなしにしておいたところ、それが熱を持

ち、結果的に上にあった「DeskPorte

FAST」の温度が上がってしまった。その

結果、通信速度が24.0Kbpsまで下がると

いう事態が発生。しかし、電源部は外付け

なのに、それでもこんなに発熱するなんて、

中はどうなってるんだ？

話をもとに戻すと、このモデム、価格は

なんと20万円！　いまどきのモデムの3倍

の値段である。しかし、カタログスペック

だけ見る分には、ほかのものとそれほど変

わらないし、部品だって、そんなに違った

ものを使っているとは思えない。ボックス

の裏を見ると「この製品は以下の国から1

つあるいはそれ以上のパーツを用いて、ア

メリカ合衆国でアセンブルした」というス

テッカーが貼ってあって、マレーシア、シ

ンガポール、香港という国名が書いてある。

部品としては日本だってそれくらいのクォ

リティのものはできるはずなんでは？

実は、明後日からの米国出張のため家に

戻って洗濯しとかないと着ていくものがな

いというI氏とモデム一式、さらにいざとい

う時のための工具を積んで、インプレスか

ら自宅へと戻る。その間、車中で今回の接

続方法についてのレクチャーを受けるが、

私のほうは運転しながらということもあっ

てなかなか頭に入らない。しかし、かいつ

まんで言えば次のようになる。

まず、自宅に設置するモデムとインプレ

ス社内設置のモデム。これについては原則

的にいつも電源は入れっぱなしである。今

回はダイアルアップ接続と同様の接続なの

で、基本的に隊長宅のパソコンの電源を落

とすことはあってもインプレス側のPPPル

ーターが落ちることはないから、自宅側を

発呼側に設定し、そのためのコネクトスク

リプトを自宅のMacのConfigPPPの中に書

く。もちろん、通常のダイアルアップ接続

のときに入力しておく「電話番号」や「モ

デムイニット」は空欄だ。
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コネクトスクリプト：ネットワークに接続するためにやりとりする文字
列。

ConfigPPP：Macintosh用のソフトウェア。モデムでインターネット
に接続する際に用いる。本誌CD-ROM収録の「FreePPP」などがこ
れにあたる。

モデムイニット：モデムを初期化するためのコマンド。ConfigPPPの
設定画面に出てくる。「イニット」はイニシャライズ（初期化）の略。
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苦節４か月。やっと専用線がつながった。
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注意点としては、一旦何らかの理由で回

線が切断されてしまったら、30秒ほど待っ

て、それからおもむろにConfigPPPを再度

接続するというだけの“はず”だそうだ。

Real Audioのつなぎっぱなし状
態に挑戦してみたが……

はやる気持ちを抑えながら、無事自宅に

到着し、救援隊長がセットアップにかかる。

回線のほうは、何か月も前に壁のコンセ

ントから10メートルの延長コードで窓際の

机のところに引っ張ってきたまま。また、

電源も床に転がっているテーブルタップか

ら取るという具合に、通常の利用状況その

ままのスタイルでやってみることにする。

まずはMacPPPを動かす前に、「Ninja

Term」での接続を試みる。通信速度は最

高スピードの57600bpsにセットしてキーを

たたくと、おおっ、ちゃんとコネクトする

ではないか！　しかもモデムの液晶パネル

にはしっかり「28.8」の文字が！

いいぞいいぞ。よし、次！　ConfigPPP

のスピードをこれも57600bpsにセットし、

コネクトスクリプトを入力して「Open」ボ

タンを押すと……やったぁ！　なんとすん

なり28.8Kbpsで接続できてしまった。なん

だぁ～、回線品質の問題かと思ってたけど、

結局モデムの能力の問題だったのね。

で、ウェブにアクセスしてみると、ちゃ

んと1.6～2.0Kbpsくらいはでるではないか。

さすがに同期64Kほどのスピードはないが、

それでも十分。

「まぁ、3.4Kのアナログ線だとこんなも

んでしょうね。これ以上ってことになると、

64Kの線にでもしてもらわないと……」と

のI氏のお言葉に、「いや、もうこれで十分

でございまする」状態の私である。

やった～、ついに専用線か、と思ったと

たんに思い出したのが長年の夢であった

「RealAudio」のつなぎっぱなし状態。なん

たって電話料金を気にしなくていいわけだ

から、これで大手をふってアメリカのFM局

の同時放送なんぞが聞けてしまう。

そこで、 早 速 「 A u d i o N e t 」

（http://www.audionet.com/）経由で私

の好きなテキサス州はダラスのFM局KZPS

へ接続だ。ホームページにたどり着き

「Listen」ボタンを押すと……見事、あち

らの生放送が聞こえてきた。しかし、やっ

ぱ内蔵スピーカーじゃ音が今いちだな。ち

ょっとした外部スピーカーを付けるくらい

の価値はある。早速明日にでもアキバに出

かけて……なんて考えながら、画面をスク

ロールさせようとすると、なんとなく

Macintoshの動作も遅いような……げげげ。

モデムの接続が切れてしまった！　

そこで再度接続を試みるが、これは簡単

にコネクトする。あ～、よかった……が、

RealAudioはどうなる？

「やっぱり、ライブフィードみたいなスト

リームのデータには弱いみたいですね。

CPUパワーの問題もあるんじゃないかな」

とI氏。そうこうしているうちに、時間はも

う終電だ。米国出張に備えて洗濯という事

情も気になってか、救援隊長もそわそわ…

…。そこでRealAudioは課題として残るが、

とりあえず専用線接続完了。回線設置以

来4か月目にしてようやく開通ということ

で当日はお開きになったのだった。

専用線接続後
新たな問題が……

翌日、今回見事に専用線接続を可能に

した「DeskPorte FAST」の代理店への調

査報告が隊員から届いた。それによると、

電話で問い合わせてみたところ、

・当社製品で専用線をサポートしているのは

「The V.34」だけである

・他社製品でも、マニュアルに接続方法の

記述が無いものでは、おそらく接続できない

のではないか？

ということだそうです。が、「専用線をサポ

アメリカのFM放送だってばっちり聞ける！

NinjaTerm：Macintosh用の通信ソフト。フリーウェア。URL
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/published/oreilly/nutshell/ujip/mac/ninjater
m-0961-32.hqx

RealAudio：プログレッシブ・ネットワーク社が開発した、インター
ネット上でリアルタイムに音声を送るためのソフトウェア。
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ートしているモデムとそうでないモデムの違

いとは？」という部分のお話は、残念ながら

聞くことができませんでした。

とゆーわけで、どうにもはっきりとしません。

専用線は、まだまだシロートさんの手におえ

るモノでは無い感じですね。

ということである。

どうやら今回の結論としては、カタログ

に専用線対応を書いてある機種でも、専用

線モードのコマンドをサポートしていないも

のもあるので注意すること。そして、回線

特性への対応力に優れたものを選ぶという

ことになるだろう。しかし、対応力ってい

っても、実際にはやってみるまで分からな

いから、やっぱり実績のあるものを選ぶし

かないのかな～？

さて、 ここで後 日 談 。 その後 、

NetscapeのキャッシュをRAMディスクに

設定してあったことを思い出して、普通ど

おりにハードディスクに設定を戻してして

みたが、それでも急に画面をスクロールさ

せたりすると落ちてしまう。同時にほかの

プログラムを動かそうとすると、ファイン

ダーの動きも遅くて、とても実用にはなら

ない。これはもうマシンの限界か？

PowerPCに行くしかないのか？　

ということはさておいて、とにかくダイ

アルアップで接続していた時に比べれば環

境が抜群に向上したのは事実である。

Eudoraの設定も5分に一度メールボックス

をチェックするようにしておき、ウェブをブ

ラウジングしながらそのままお茶……とい

う優雅なこともできるし、大きなファイル

も平気で持ってくることができる。

だが、現実には一日中ずぅ～っとマシン

を接続しっぱなしというわけにもいかなか

った。というのは、会社などでは問題ない

かもしれないが、パソコンのファンの音と

いうのは意外と大きくて気になるのである。

特に私のようにワンルームの部屋に住んで

いると、住宅問題にも発展しかねない恐ろ

しい予感がする。それに、省資源というこ

とを考えると、結局、長時間のお出かけや

眠る時にはスイッチを切るのが正しいだろ

う。

結局、今回の接続は専用線とは言って

も、ドメイン名をもらってサーバーを立ち

上げるわけでなし、ダイアルアップと何ら

変わるところがない。が、それでも気分的

にはずいぶん変わった。これでますますイ

ンターネット系のお仕事にも身が入ろうと

いうものである。

というわけで、インターネット探検隊、

次回以降はこの環境を生かして、サイバー

スペース方面の探検に出かけたいと思う。

乞うご期待、という前向きな姿勢で今回の

探検はおしまいである。

今回、使用したモデム 「Desk Porte FAST The V.34」
標準価格：198,000円
商品提供：（株）ヒューコム
問い合わせ先：03-5306-7333

パソコンの音は意外と気になるもの？

RAMディスク：メモリーをディスクの代わりに使用する仕組みのこと。

ハードディスクに比べてアクセス時間が速くなるが、使用できるメモ
リーは減ることになる。
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